３００番台

担当者川島

３０１
集団

以下の三要件を満たす人の集まりのこと。要件は、一つに共通の目標、関心があること、二つに地位と役割が分化し、それらに対応する規範があること、三つに自分たちが同胞であるという「我々意識」があることである。

３０２
社会有機体説

社会組織を生物にたとえ、一つの有機体として考察・説明しようとする説で、個人を前提としない。中世封建制の下で、貴族・商人・農奴という身分が、花・茎・根に対応しているとし、身分制度が正当化された。

多元的国家論

国家は特別な地位・権力を持ったものではなく、一つの社会集団に過ぎない。ただし、国家には他の社会集団に比して相対的な優位があり、集団間の調整役として国家は優越する、という理論。絶対主義国家台頭の中で、アルトジウスが主張した。ただし、フィクションであるとの批判もある。

· 自由国家→福祉国家の中、近代後半にも唱えられたが、授業でやってないから無視。

一元的国家論

国家は他の社会集団とは大きく異なる。なぜなら、国家は他の集団とは違い、加入・脱退の自由がなく、特別な強制力を有し、永久的であるからである。

３０３

階級分裂

社会が支配・被支配階級によって分かれていること。近代社会においては資本家階級と労働者階級に分裂しており、それは生産手段を所有するか否かに依拠する。マルクスによって主張された。

階級利害

支配・被支配階級間の対立する利害のこと。ただし、直接的に対立するのではなく、それぞれの階級がもつ「状況」から導出される「要求・利害」が対立する。マルクスによって主張された。

階級意識

階級によって規定された意識のこと。労働者は、（社会の仕組み・構造を理解して）階級利害を認識することによって、階級意識を理性的に「学習」すべきとマルクスは主張した。具体的には、同じ階級同士の連帯感、対立する階級の利害の認識、自分の階級の歴史的社会的使命のこと。

※被支配階級は、支配階級のイデオロギーにある意味で洗脳されている、というのが理解のポイント。

３１０

集合的選択の理論

集団が合理的な選択をするのではなく、一人一人に合理的個人が合理的な選択をする。その寄せ集め、集合したものが集合的選択であるとする理論。

３１１

熟慮民主主義

多くの個人が、相異なる個人的利益を主張するため決定が困難である中、全体の利益を考える者は少数ながら一致した意見を持つ。よって、すべての人が徹底した討論を行う過程で人々が「教育」され、個人の利益を「寛容」しつつも全体の利益を考えた正しい集団的選択が行われる。J.S.ミルによって主張された。

投票者のパラドックス

A,B,Cからなる集合で、選択肢x,y,zの多数決がなされるとき、A,B,Cの選好がそれぞれx>y>z、y>z>x、z>x>yのように対称であると、結果が循環的となり、何を選んでも集合構成員の意見を最大限に尊重できないこと。一般に、３こ以上の選択肢について多数決をする場合にはいつでも起こりうる。

※授業でやったように単純化しました。

３１３

一般不可能性定理

３個以上の選択肢について多数決を適用する場合にいつでも投票者のパラドックスが起こり得、その集合は一般に以下の６条件を同時に満たすような意思決定ができないという、アローの定理。その６条件とは、連結律、推移律、領域無制約性、パレート最適、無関係対象からの独立性、非独裁性である。

パレート最適

集合的選択は、その集合を構成する個人の選択を最大限に尊重すべきだとし、それが実現されている状態のこと。民主主義の条件である。アローが、一般不可能性定理を証明する際の６条件のうちの一つとして用いた。

経路依存性

投票者のパラドックスが生じている場合に、採決の順番によってどんな結果でも導けること。具体的には、最初に分離した選択肢が必ず負けることを利用する。1955年にアメリカ合衆国上院の国道建設法案の審議で見られた。

３１４

集合財の理論

集団が大規模で、かつ個人が合理的選択をするという二つの前提が満たされたとき、その集団は集合財を選択しないという理論。その理由は、個人の犠牲に効果がないため、合理的選択により、犠牲なくして集合財を得ようとするフリーライダーが生まれるからである。オルソンが主張した。

フリーライダー

集団が大規模だと個人の犠牲は効果がなく、合理的な考えを有すればその個人は犠牲を払わずして集合財を得ようとする。フリーライダーとはそのような個人または概念である。オルソンが用いた。

政治的企業家

そのままでは集合財を選択しない合理的な個人同士の仲介をして両者を結びつけ、集合の選択を合理的にしようと運動する人。政治的リーダーシップを発揮する。オルソンが集合財の理論の解決策として用いた概念である。

